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した言葉として、Outdoor Education, Outdoor 
Learning, Outdoor Pursuits, Outdoor School, 
Outdoor Adventure Education, Adventure 
Programming, Adventure Education, 












ものが主に 3 つあると思います。1 つ目は「先


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日本野外教育学会第二十回大会 国際シンポジウム 「新たな野外教育の将来に向けて」 
43 



































































































護の家族の会と結びつき、1990 年に第 1 回の
キャンプが始まりました。「北海道アウトドア
フォーラム」での出会いがきっかけになり、富
良野自然塾と旭山動物園が環境教育ツアーで
連携協力する協定を結んだという新聞記事も 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あります。連携協力の輪が広がれば、新しい発
想が生まれ、新しい力が生まれます。 
 冒頭にお話ししたように、野外教育のテーマ
や対象、プログラム、そして運営団体が多様化
をしています。だからこそ、野外教育の研究者
や実践団体も、隣接する領域も研究者や学会、
青少年団体、学校、行政や企業、関係団体など
との連携協力の輪を広げ、教育や社会を変える
力を持つことが大切だと思っています。ご承知
の様に、2011 年に改訂された「環境保全活動・
環境教育推進法」でも環境保全活動の推進、環
境教育のための行政、民間等の協力、共同取り
組みの推進がうたわれています。2013 年の中央
教育審議会の答申でも学校教育と社会教育の
連携強化の重要性がうたわれています。民間の
指導者や団体が、学校教育や社会教育のコーデ
ィネーターとして地域における野外教育の推
進に取り組むような連携協力が広がっていく
ことが期待されます。野外教育にもっと多様性、
そしてもっとネットワークの広がりを、という
ことをまとめにして私の発表に代えたいと思
います。ありがとうございました。 
